
  
７月 
９日(火) 委員会活動 

10 日(水) 水泳発表会 
PTA 救急救命講習 

      学級ＰＴＡ 
12 日(金) 伊佐さわやかあいさつ運動 
13 日(土) 土曜授業 PTA 読み聞かせ 

着衣水泳 水泳参観予備日 
15 日(月) 海の日 
19 日(金) 終業式 大掃除 
22 日(月) チャレンジ 25(23 日，26 日) 
24 日(水) 市小学校水泳記録会(５・６年) 
８月 

  １日(木) 出校日 
 11 日(日) 山の日 

12 日(月) 振替休日 
 13 日(火) 学校閉庁日（～15 日） 

14 日(水) 山野校区夏祭り 
21 日(水) 出校日 
９月 

  １日(日)  愛校作業 
  ２日(月)  2 学期始業式 
       いじめ問題を考える週間 

（～6 日） 
 11 日(水) 運動会全体練習① 
 13 日(金) 伊佐さわやかあいさつ運動 
 14 日(土) 土曜授業・ＰＴＡ読み聞かせ 

16 日(月) 敬老の日 
18 日(水) 運動会全体練習② 
20 日(金) 親子読書の日 
22 日(日) 秋分の日 
23 日(月) 振替休日 
24 日(火) 委員会活動・代表委員会 
25 日(水) 運動会全体練習③ 
27 日(金) 運動会会場設営 
29 日(日) 秋季大運動会 
30 日(月) 振替休日 

 
福岡県内にある日産自動車苅田工場の方

による，オンライン学習を実施しました。今
回は５・６年生の社会科の学習として実施
しました。オンラインの学習では，車の作り
方やそのための努力など，詳しく丁寧に教
えて頂きました。質問コーナーもあり，子ど
もたちは，疑問に思ったことなどを質問し
ました。また，最後には車のミニカーを１人
１台ずつ頂きました。 

 オンライン学習を通して，自動車の生産
に興味をもつことができました。 

  令和６年７月８日発行   キャッチフレーズ ： 「花と俳句と読書」の学校  

 

 

 

 

 

  

 伊佐市立山野小学校 

 児童数 ３１名  Ｐ戸 ２７ 

 伊佐市大口山野４３３４番地 

 電話 ０９９５-２２-０４２０ 

 ＦＡＸ    ２２-０９７６ 

  

ＨＰ http://www5.synapse.ne.jp/es-ya  ブログ「山野小学校にこにこブログ」で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８日(火)の全校朝会で校長先生による
読み聞かせがありました。今回は「あの
子」という本を読んで頂きました。お話の
内容は「あの子といっしょにおらんほうが
ええで」「ほんまに？」「わたしもきいた
ことあるわ」……好奇心がどんどん膨らん
で，噂をする子どもたちがどんどん増えて
いきます。しかし，最後にある子が「それ
って，ほんまにほんまやの? なー，あの子
と話してみたらいいやん。」と言います。
子どもたちの生活の中で「噂」は一人歩き
するものです。そんなとき，自分で考えて
「それって，ほんまにほんまやの? なー，
あの子と話してみたらいいやん。」という
勇気の一言を発してくれる子が出てきてく
れたら嬉しいなと思っています。 
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                  『一人でも大丈夫な子ども』を育てる夏休みに 
                                                       
あっという間に１学期が終わろうとしています。毎日のように車や水の事故に子

どもたちが巻き込まれるニュースが流れる中，本校では，大きな事故やけがもなく

終わろうとしていることを，大変ありがたく思っています。 
保護者の方々や，コミュニティをはじめ，地域の方々にたくさんの協力をいただ

きながら，成長を続けている子どもたちですが，この「えどひがん」４月号で，学
校の今年度のテーマとして『一人でも大丈夫な子ども』ということを掲げていると
いうことを書きました。この内容については，４月号をご覧いただきたいのですが，
もうすぐやってくる夏休みは，このテーマに迫るとても大事な時間だと考えていま
す。 
先日，ふるさと学寮の活動がありました。参加した子どもたちは，色々なことを

体験し，「何かを行うには多くの準備が必要なこと」や，「普段，親をはじめたく
さんの人たちに支えられていること」，「協力をもらわなければうまくいかないこ
とがあること（協力があれば達成できることがあること）」，そして，「自分一人
でもやれることが結構あること」など，多くのことを学んだようです。 
４０日を超える休みの期間，保護者の方々もそれぞれのお仕事があられる中，負

担も増えるのではないかと思います。最初は大変かもしれませんが，子どもたちの
力を信じて，家庭の中の色々な仕事を子どもたちに任せて欲しいと思います。そし
て，そのごほうびとしては「ありがとう」「おかげで助かった」という言葉を思い
切りかけて欲しいと思います。その一連の体験が子どもたちを『一人でも大丈夫な
子ども』にしていくのだと思います。そのためには，寝る時間，起きる時間はこれ
までと同じか，それ以上の睡眠時間が確保できる時間を厳守していくことが必要で
す。疲れた体では，そんな気力はおこりません。 
生活のリズムを守り，けがや事故のない夏休みを過ごして欲しいと思います。そ

して，一回り，二回りも成長した姿を出校日，２学期の始業式に見せて欲しいと思
います。 

６／２０カヌー体験 ６／２４家庭科靴下洗濯 ６／２１歯みがき教室 ６／２５田植え 

 

山野小学校 
 にこにこブログ 

更新中！！ 

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/es３/

